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９月議会あらまし／補正予算
賛否の分かれた議案、討論
村政を問う！〔一般質問〕
委員会レポート
議会のひとこま
まちづくりNew Face／12月定例会日程（予定） ９月13日に開催された

「第43回東海やったん祭」



令和８年第３回定例会（９月議会）は、９月１日から 28日までの
会期で開催し、９日から 11日の日程で 11名の議員が一般質問を行
いました。予算決算委員会では、令和８年度の補正予算と令和７年度
の決算を審査しました。
最終日 28日の議案審議では、補正予算および決算、教育委員会委
員や人権擁護委員の任命など村長提出議案を含む 28件を可決・認定・
同意しました。
また、請願１件を審査し採択したほか、議員提出議案１件の審査を
行い修正可決しました。

９

※全議案の議決結果は
議会ホームページで
ご覧いただけます。

　令和８年６月に発生した台風６号の影響
により、被害を受けた農業用ビニールハウ
ス等の復旧支援を目的として、村独自に復
旧費用を補助するための補正予算を可決し
ました。
　この補助により、被災された農家の皆さ
まの経済的負担を軽減し、一刻も早い農業
経営の立て直しと復旧が進むことを期待し
ています。

■補正予算額　316万 5千円

被害を受けた村内のビニールハウス

　エネルギー価格・物価高騰等の影響軽減を目的
として、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金の一部を村内商工会に加盟する１事業者当
たり１万円を補助するための補正予算を可決しま
した。
　原材料価格や仕入れ価格の高騰の影響を受ける
商工業者へ、経営負担軽減の一助となることを期
待しています。

■補正予算額　729万円

台風 6号で被害を受けた農業用ビニール
ハウス等の復旧を補助するための予算を可決

補正
予算

商工会加盟事業者が受けるエネルギー価格・
物価高騰等の影響を軽減するための予算を可決

補正
予算

9
月
定
例
会
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議員名

議案等名

新政とうかい 公明党 光風会

結果飛
田
静
幸

大
内
則
夫

越
智
辰
哉

河
野
健
一

吉
田
充
宏

寺
門
定
範

笹
嶋
士
郎

三
上

　
修

松
江
秀
明

川
崎
克
彦

川
﨑
裕
弥

宮
本
翔
太

岡
崎

　
悟

植
木
伸
寿

恵
利
い
つ

村
上
志
保

大
名
美
恵
子

阿
部
功
志

議 案 第 53 号 ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可　決

認 定 第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認　定

認 定 第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認　定

認 定 第 ３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認　定

認 定 第 ４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認　定
○…賛成　　×…反対 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議案第 53号

東海村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

出入国管理および難民認定法等の一部を改正する法律の施行に伴い、多機能端末機を使用した印鑑
登録証明の申請において、新たに導入された特定在留カードおよび特定特別永住者証明書の利用を
可能とするほか、所要の改正を行うため、条例の一部を改正するもの。 

認定第１号 令和７年度東海村一般会計歳入歳出決算の認定について

認定第２号 令和７年度東海村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第３号 令和７年度東海村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第４号 令和７年度東海村介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和８年第３回定例会（９月議会）では、30件の議案等のうち、賛否が分かれたのは５件でした。
以下には、賛否が分かれた議案名とその要旨についてお知らせします。

認定第１号　令和７年度東海村一般会計歳入歳出決算の認定について

　自分の意見（賛成または反対）を表明し、その意見に反対す
る議員、賛否の意思を決めていない議員を、自分の意見に賛同
させることを目的に行うものです。

討論とは…論討

大名 美恵子 議員反対討論

原子力および電源に関わる９種の歳入合
計は、20 億 5,771 万 5,774 円で総額の約
8.4％。福島原発事故を目の当たりにし東海
第二原発もあわやの事態だった本村は原子力
発電に関わる歳入は当てにすべきでない。

　村発足70周年記念事業では、記念式典を
はじめ、多くの事業が実施された。先人たち
が築いてきた歴史を振り返り、故郷への愛着
を深めると共に、未来へのつながりを村民全
体で共感できたのではないかと考える。

新政とうかい
河野 健一 議員賛成討論

9
月
定
例
会
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村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううううううう！！！村村村村村村村村村村村村村村村政政政政政政政をを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううう！！村政を問う！ 一般質問

岡崎　悟　議員　P.5
１　認知症早期発見への取組について
２　学校の火災対策について
３　大規模災害に備えたオストメイトへの
　　ストーマ装具支援について

宮本　翔太　議員　P.5
１　学校配当予算の実態把握と充実に向けて
２　自然災害発生時における保育施設・小中学校
の臨時休園・休校基準

３　村道・公園の維持管理体制
４　先進技術を活用した水道管路管理

恵利　いつ　議員　P.6
１　心に刻む平和教育を
２　台風６号による農業被害と農家への支援の
　　在り方
３　雨水による浸水・冠水被害への対策について
４　庁舎敷地の管理・美化について

阿部　功志　議員　P.6
１　原子力施設の火災等に、村の対応は
２　自然災害時の支援体制は
３　原子力災害時の支援体制は
４　陽圧化施設の安全性は

村上　志保　議員　P.7
１　地域ワークショップの目的と位置づけは
２　東海村におけるふるさと納税の今後の取組は
３　難病患者への経済的支援のさらなる充実の
　　可能性は

川崎　克彦　議員　P.7
１　自治会及び住民個人から寄せられる道路要望
への対応を問う

２　本村の水道料金体系の在り方を問う
３　村立東海病院における医師配置と常勤医師の
安定確保を問う

松江　秀明　議員　P.8
１　行政は若者のサードプレイスを創出できるの
か、持続の条件を問う

２　地域福祉を支える地域の担い手
３　地域産業の未来を担う人材育成と事業継承

三上　修　議員　P.8
１　通院の利便性改善
２　未就園児、未就学児と保護者の支援・保護
　　拠点の整備
３　まちづくりを支えるリーダーの養成
４　小中学生のAI 技術利用教育の課題
５　消費税減税措置に関する本村独自の経済対策

笹嶋　士郎　議員　P.9
１　村の基金運用を考えては
２　事務事業の見直しの現状について
３　真崎十字路の雨水対策後の豪雨対策は
４　中学校の部活動地域展開の進捗状況について

大名　美恵子　議員　P.9
１　来年度の国保税は引上げ無しに
２　村道の維持・管理について
３　太陽光発電設備設置への対応について
４　原子力科学研究所における火災について
５　東海第二原発の再稼働是非判断に係る住民の
意向把握について

越智　辰哉　議員　P.10
１　高齢者の見守りと住民の理解促進
２　学校現場における自転車の安全教育
３　原子力災害時における避難行動に関する住民
の意向把握

４　出生数の要因分析と未婚化を見据えた経済的
土台づくり

※青字の質問は次のページ以降で掲載。
※質問要旨は議会ホームページでもご覧いただけます。 東海村議会 検索

一

般

質

問
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　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長などに質問し、時には是正を求めながら、新
たな施策の提案や意見を述べ、村政をより良い方向へ導くものです。

一般質問とは

村政を問う！ 一般質問

問

保
育
施
設
の
臨
時
休

園
基
準
・
小
中
学
校
の
休

校
判
断
基
準
を
村
と
し
て

策
定
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

防
災
関
係
者
や
医
療
従
事

者
、
教
職
員
な
ど
災
害
対

応
に
当
た
る
保
護
者
の
子

へ
の
代
替
保
育
（
拠
点
園

方
式
）
導
入
へ
の
見
解
は
。

答

保
育
施
設
の
基
準
は

未
策
定
。
災
害
の
激
甚
化

を
踏
ま
え
、
策
定
に
向
け

議
論
す
る
。
代
替
保
育
も

安
全
を
最
優
先
に
判
断
し
、

速
や
か
に
周
知
を
行
う
。

問

基
準
策
定
の
目
処
は
。

現
場
の
裁
量
、
相
談
体
制
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
組
み
込
む
べ

き
。
緊
急
連
絡
は
専
用
ア

プ
リ
へ
の
一
極
集
中
で
な

く
複
数
手
段
を
組
み
合
わ

せ
る
べ
き
で
は
。

答

保
育
施
設
で
は
指
摘

を
踏
ま
え
検
討
し
、
次
の

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
ま

で
に
公
表
を
目
指
す
。
連

絡
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
や
防
災
行

政
無
線
等
も
活
用
す
る
。

小
中
学
校
も
専
用
ア
プ
リ

の
他
、
複
数
の
手
段
で
情

報
伝
達
を
行
っ
て
い
く
。

問 災害時の休園休校基準を
策定すべき

答 保育施設は策定に向け議論を行う

問 ＶＲ機器による
 認知症の早期発見を

答 費用対効果等を総合的に考慮し検討

い
か
。

答

本
村
は
、
20
項
目
に

ま
と
め
た
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
検
査
と
パ
ソ
コ
ン
を
活

用
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
を
実
施
し
、
軽
度
認

知
障
害
の
段
階
で
の
早
期

発
見
の
機
会
を
増
や
し
、

進
行
を
防
止
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｖ

Ｒ
機
器
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
慎
重
を
期
す
。
Ｖ

Ｒ
機
器
の
機
能
強
化
は
今

後
も
図
ら
れ
て
い
く
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
に
と
っ
て

の
操
作
性
や
眼
病
に
よ
る

結
果
へ
の
影
響
の
有
無
、

費
用
対
効
果
等
を
総
合
的

に
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

問

軽
度
認
知
障
害
は
、

病
状
が
軽
度
の
う
ち
に
、

生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
健
康
な
状

態
に
回
復
す
る
こ
と
も
可

能
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本

村
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
以
外
に
も
、
Ｖ
Ｒ
技
術

を
活
用
し
て
、
記
憶
力
や

判
断
力
を
確
認
し
、
認
知

症
の
早
期
発
見
を
進
め
る

水
戸
市
の
取
り
組
み
が
あ

る
。
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
の

ぞ
い
て
、
画
面
上
に
出
題

公
立
・
民
間
双
方
の
保
育

現
場
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
検
討
す
る
。
学
校
の
臨

時
休
校
は
校
長
が
判
断
す

る
が
、
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
基
準
は
設
け
ず
、
教

育
委
員
会
と
関
係
機
関
で

協
議
の
上
、
児
童
生
徒
の

さ
れ
る
問
題
に
目
線
で
回

答
す
る
も
の
で
、
検
査
時

間
は
５
分
〜
10
分
程
度
、

総
合
評
価
点
な
ど
が
表
示

さ
れ
、
予
防
に
向
け
た
取

り
組
み
が
受
け
ら
れ
る
。

本
村
で
も
取
り
組
め
な

公明党

岡
おか

崎
ざき

　悟
さとる

議員

新政とうかい

宮
みや

本
もと

　翔
しょう

太
た

議員

認知症の早期発見に役立つVR機器

近年激甚化している自然災害

一

般

質

問
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問

役
場
で
は
、
庁
舎
敷

地
全
域
に
雑
草
が
繁
茂
し
、

「
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
施

設
の
よ
う
で
残
念
」
と
の

声
が
あ
る
。
植
栽
や
花
壇

を
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

管
理
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
来
庁
者
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
環
境
整
備

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

管
理
基
準
は
設
け
て

い
な
い
が
、
造
園
業
者
に

よ
る
年
５
回
の
除
草
・
樹

問 東海村の「顔」、
 雑草繁茂でいいのか

栽
管
理
の
合
理
化
・
効
率

化
を
図
り
、
改
善
策
を
検

討
す
る
。

問

改
修
ま
で
の
間
も
適

切
な
管
理
が
必
要
。「
絆
」

や
各
コ
ミ
セ
ン
周
辺
で
は
、

住
民
や
団
体
が
環
境
美
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
住

民
や
団
体
、
企
業
等
が
花

壇
等
の
維
持
管
理
に
参
加

す
る
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
導

入
を
提
案
す
る
。

答

ア
ダ
プ
ト
制
度
は
有

効
な
手
法
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
が
、
運
営
方
法

や
安
全
面
な
ど
課
題
も
あ

る
。
先
行
事
例
や
背
景
・

経
緯
を
調
査
し
、
導
入
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。

問

原
子
力
災
害
時
の
避

難
計
画
に
は
困
難
な
課
題

が
多
々
あ
る
。
気
圧
を
調

整
し
て
放
射
性
物
質
を
防

ぐ
陽
圧
化
施
設
で
は
エ
ア

コ
ン
は
使
え
な
い
と
い
う
。

夏
は
熱
風
、
冬
は
冷
気
で

リ
ス
ク
が
大
き
い
。
施
設

の
一
つ
、
東
海
高
校
体
育

館
の
空
調
、
ト
イ
レ
、
出

入
り
時
の
気
圧
調
整
は
。

答

内
閣
府
に
よ
れ
ば
内

部
循
環
式
エ
ア
コ
ン
の

問 避難場所の陽圧化施設の
安全性は

答 施設出入り時の被ばくリスクは低い

仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

ほ
か
、
気
密
化
さ
れ
た
多

目
的
ト
イ
レ
に
テ
ン
ト
を

接
続
す
る
。
施
設
出
入
り

時
の
被
ば
く
リ
ス
ク
は
極

め
て
低
い
と
考
え
る
。

問

程
度
は
軽
く
て
も
被

ば
く
は
避
け
ら
れ
な
い
。

一
般
家
庭
で
の
屋
内
退
避

の
危
険
性
と
陽
圧
化
で
防

げ
な
い
貴
ガ
ス
対
策
は
。

答

陽
圧
化
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

造
で
約
９
割
、
陽
圧
化
の

な
い
非
Ｒ
Ｃ
造
で
約
６
割

の
低
減
と
評
価
。
貴
ガ
ス

は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
除

去
は
困
難
だ
が
、
陽
圧
化

施
設
で
の
屋
内
退
避
は
被

ば
く
を
低
減
で
き
る
。

答 アダプト制度、導入の可能性を検討

使
用
は
可
能
。
東
海
高

校
の
エ
ア
テ
ン
ト
は
空

調
を
通
し
た
送
風
で
陽

圧
化
さ
れ
、
村
整
備
の

陽
圧
化
施
設
は
内
部
循

環
式
で
あ
り
、
空
調
が

使
用
で
き
る
。
東
海
高

校
は
エ
ア
テ
ン
ト
内
に

木
剪
定
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
年
３
回

の
管
理
を
実
施
。
気
象
の

変
化
で
草
木
の
成
長
が
早

く
、
十
分
な
対
応
が
で
き

て
い
な
い
面
も
あ
る
。
今

後
、
大
規
模
な
外
構
改
修

を
具
体
化
す
る
中
で
、
植

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

阿
あ

部
べ

　功
こう

志
し

議員

東海高校の避難時用陽圧化施設
（エアテントを収納）

雑草が繁茂する東海村役場（９月１日撮影）
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問

村
立
東
海
病
院
の
常

勤
医
師
が
目
標
12
名
を
下

回
っ
て
い
る
。
病
院
経
営

の
安
定
性
に
係
る
評
価
は
。

答

非
常
勤
医
師
の
補
充

に
よ
り
、
診
療
機
能
を
滞

り
な
く
維
持
し
て
い
る
。

病
院
経
営
の
安
定
性
は
常

勤
医
師
数
の
み
を
も
っ
て

判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、

患
者
数
や
病
床
稼
働
率
、

医
業
収
益
、
経
常
収
支
等
、

引
き
続
き
常
勤
医
師
の
確

保
を
は
じ
め
と
す
る
経
営

基
盤
強
化
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
。

問

地
域
医
療
振
興
協
会

に
よ
る
同
病
院
の
医
師
確

保
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

答

全
国
展
開
す
る
協
会

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

た
医
師
の
派
遣
、
配
置
調

整
、
大
学
病
院
へ
の
リ
ク

ル
ー
ト
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
人
材
派
遣
会
社

も
活
用
し
た
求
人
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
令
和
７

年
度
は
計
５
名
の
常
勤
医

師
が
入
職
す
る
な
ど
、
常

勤
医
師
の
確
保
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

問 安定した医療を提供できるか
答 安定した医療環境を提供できる状況

問 難病患者への
 経済的支援の充実を

答 対象者拡大を含め総合的に勘案する

給
額
を
妥
当
と
考
え
る
か
。

答

本
村
の
受
給
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
近
年

の
物
価
上
昇
等
を
考
え
る

と
現
行
の
１
万
５
千
円
に

つ
い
て
の
検
証
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
総
合

的
に
検
証
を
進
め
る
。

問

支
給
額
の
充
実
と
対

象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
、

今
後
い
か
な
る
方
向
性
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答

対
象
者
の
拡
大
を
優

先
と
し
つ
つ
、
他
の
助
成

金
と
の
比
較
、
増
額
の
理

由
・
根
拠
の
明
確
化
、
福

祉
施
策
全
体
の
中
で
の
バ

ラ
ン
ス
等
を
総
合
的
に
勘

案
す
る
。

問

東
海
村
で
は
指
定
難

病
患
者
お
よ
び
関
節
リ
ウ

マ
チ
患
者
に
年
１
万
５
千

円
の
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
る
が
、
県
内
他
市
町
村

と
比
較
す
る
と
必
ず
し
も

高
い
と
は
言
え
な
い
。
額

の
根
拠
は
。

答

主
に
臨
床
調
査
個
人

票
の
作
成
費
用
や
医
療
費

自
己
負
担
分
等
の
一
部
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
近
隣
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
定
め

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
指
標

を
総
合
的
に
勘
案
し
な

が
ら
評
価
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
も
村
民
の

皆
さ
ま
に
安
定
し
た
医

療
環
境
を
提
供
で
き
る

状
況
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
安
定
し
た

経
営
を
維
持
す
る
た
め
、

光風会

村
むら

上
かみ

　志
し

保
ほ

議員

て
い
る
。

問

現
在
本
村
の
見
舞
金

は
県
内
自
治
体
の
支
給
額

の
中
央
値
で
あ
る
２
万
円

を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
て
も
、
村

は
１
万
５
千
円
と
い
う
支

新政とうかい

川
かわ

崎
さき

　克
かつ

彦
ひこ

議員

地域医療の要である村立東海病院

見舞金申請窓口の総合相談支援課
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問

中
高
生
の
居
場
所
づ

く
り
実
証
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
指
標
で
成
果

や
改
善
点
を
把
握
し
、
今

後
の
施
策
へ
生
か
し
て
い

く
の
か
。

答

利
用
者
数
や
利
用
頻

度
、
滞
在
時
間
に
加
え
、

満
足
度
や
再
利
用
意
向
、

実
際
の
過
ご
し
方
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
把
握

し
、
今
後
策
定
す
る
拠

点
・
居
場
所
の
整
備
方
針

問 若者の居場所をどう育てる

答

地
域
の
大
人
や
支
援

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
こ
ど
も
・
わ
か
も
の

と
と
も
に
居
場
所
や
活
動

を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
実
際
に
、
ユ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
養
成
講
座
の

受
講
者
が
実
証
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
す
る
動
き
も

出
て
い
る
。
今
後
、
担
い

手
育
成
や
運
営
方
法
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
も
整
備
方
針

に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

実
証
で
は
す
で
に
中
高
生

の
居
場
所
と
し
て
認
知
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
改
善
を
加
え
な
が

ら
継
続
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

問

本
村
の
医
療
機
関
は
、

東
海
駅
を
中
心
と
し
て
、

半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
に
集
中
し
て
い
る
。
医

療
機
関
の
利
用
者
は
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
頼
み

と
す
る
交
通
弱
者
が
多
く
、

通
院
の
利
便
性
改
善
は
喫

緊
の
課
題
。
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
等
を
使
用
し
、
各
医
療

機
関
と
村
内
の
要
所
を
連

問 通院の利便性改善策は
答 公共交通と福祉政策両面で支援

の
向
上
に
努
め
る
。

問

Ａ
Ｉ
技
術
を
利
用
し

た
配
車
に
よ
り
利
用
者
が

急
激
に
増
加
し
、
交
通
弱

者
に
負
担
が
及
ん
で
い
な

い
か
。
２
部
門
の
交
通
事

業
を
１
部
門
に
統
合
し
て
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
増

強
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

通
院
な
ど
の
移
動
支

援
を
行
う
場
合
、
既
存
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は

切
り
分
け
、
目
的
に
応
じ

た
運
行
方
法
を
構
築
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
関
係

部
門
で
利
用
状
況
や
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
連
携
を

図
り
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
。

答 担い手とともに、取り組みを継続

絡
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

交
通
弱
者
の
方
々
の

多
く
が
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
を
求
め
て
い
る
。
公
共

交
通
政
策
と
福
祉
支
援
策

の
両
面
か
ら
移
動
を
支
援

し
て
い
く
。
「
外
出
支
援

タ
ク
シ
ー
」
や
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
「
移
送
サ
ー

ビ
ス
」
の
周
知
や
利
便
性

へ
反
映
し
て
い
く
。

問

居
場
所
づ
く
り
を

持
続
的
な
取
り
組
み
と

し
て
い
く
た
め
に
、
地

域
の
大
人
や
支
援
者
の

関
わ
り
と
、
実
証
事
業

の
今
後
の
継
続
を
ど
う

考
え
て
い
く
の
か
。 新政とうかい

松
まつ

江
え

　秀
ひで

明
あき

議員

新政とうかい

三
み

上
かみ

　修
おさむ

議員

ふらっと寄れるみんなの居場所
（中高生の居場所づくり実証事業）

ひたちなか市の地域公共交通で
運行されている９人乗りの車両

一

般

質

問

8議会だより 2026.10 第 66 号



問

度
重
な
っ
て
の
火
災

発
生
だ
が
、
原
科
研
の
ど

う
い
う
点
が
深
刻
と
受
け

止
め
た
か
。

答

日
常
的
な
設
備
点
検

や
安
全
管
理
に
関
す
る
教

育
を
実
施
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
火
災
の
発

生
を
未
然
に
防
止
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
点
検
や

教
育
の
形
骸
化
を
疑
う
も

の
で
、
安
全
管
理
上
の
組

る
再
発
防
止
対
策
に
つ
い

て
、
適
正
性
確
認
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答

原
科
研
に
お
い
て
は
、

村
か
ら
の
厳
重
注
意
を
受

け
て
全
て
の
施
設
で
火
災

に
係
る
緊
急
点
検
を
実
施

し
た
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
再

発
防
止
対
策
で
は
、
点
検

項
目
の
見
直
し
等
、
よ
り

強
固
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
原
科
研
の
分
析
に
よ

り
抽
出
さ
れ
た
４
点
の
組

織
的
課
題
に
つ
い
て
は
、

村
と
し
て
再
発
防
止
の
取

り
組
み
が
実
効
性
あ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
か
、
継

続
的
に
確
認
し
て
い
く
。

問 短期間に５件もの火災。
住民を恐怖に

答 施設の枢要な装置での発生はより深刻

問 豪雨対策工事は毎年行うべき
答 雨水対策工事の予算確保に努める

な
っ
て
い
る
。
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
事
業
を
進
め
る
べ
き
。

新
た
な
対
策
が
生
じ
た
場

合
と
悠
長
な
こ
と
で
は
な

く
、
毎
年
予
算
を
付
け
、

着
実
に
浸
水
対
策
工
事
を

進
め
る
べ
き
。

答

雨
水
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
多
額
の
事
業
費

が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、

近
年
の
集
中
豪
雨
は
激
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
雨
水

対
策
事
業
の
重
要
性
は
、

高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
毎
年
度
、
必
要

な
予
算
を
計
上
し
、
事
業

を
進
め
て
い
く
。

問

近
年
の
線
状
降
水
帯

に
よ
る
浸
水
被
害
は
、
千

葉
を
襲
っ
た
河
川
の
氾
濫

や
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害

で
あ
っ
た
。
村
の
把
握
し

た
浸
水
箇
所
の
解
消
に
向

け
、
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

令
和
６
年
度
に
改
定

し
た
「
雨
水
管
理
総
合
計

画
」
が
あ
り
、
こ
の
計
画

に
沿
っ
て
、
市
街
地
の
浸

水
箇
所
を
中
心
に
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。
今
後
は
、

さ
ら
な
る
自
然
災
害
の
激

織
的
な
問
題
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
る
。

問

原
子
力
事
業
所

で
火
災
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
事
業

開
始
以
来
、
未
点
検

の
設
備
の
総
点
検
を

求
め
る
こ
と
と
、
今

後
取
り
ま
と
め
ら
れ

甚
化
に
備
え
、
新
た
に
対

策
に
必
要
性
が
生
じ
た
場

合
は
、
随
時
計
画
に
反
映

い
て
い
く
。

問

千
葉
豪
雨
や
福
井
豪

雨
な
ど
私
た
ち
の
予
想
を

は
る
か
に
超
え
た
災
害
に

新政とうかい

笹
ささ

嶋
じま

　士
し

郎
ろう

議員

大
おお

名
な

 美
み

恵
え

子
こ

議員

冠水する東海高校先のトンネルと
その先の民家と資材倉庫

タンデム加速器建屋内での火災跡
（提供：JAEA原子力科学研究所）
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問

学
校
現
場
に
お
け
る

交
通
安
全
教
室
で
の
自
転

車
の
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

等
に
関
す
る
指
導
の
現
状

は
。

答

小
学
校
で
は
交
通
安

全
講
話
を
行
い
、
交
通

ル
ー
ル
等
を
中
心
に
学
習

し
て
い
る
。
ま
た
中
学
校

で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ

び
学
校
周
辺
の
村
道
や
交

差
点
で
実
技
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

問 自転車の安全教育は
継続実施すべき

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

こ
の
取
り
組
み
は
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
実

施
す
べ
き
重
要
な
教
育
活

動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

中
学
１
年
生
に
配
布

す
る
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
に
変

更
さ
れ
た
が
、
生
徒
た
ち

の
受
け
止
め
や
着
用
状
況

に
変
化
は
見
ら
れ
る
か
。

答

生
徒
か
ら
は
「
軽
い
、

通
気
性
が
い
い
」
な
ど
好

意
的
な
意
見
が
あ
る
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
は
「
通

学
時
だ
け
で
な
く
休
日
で

も
積
極
的
な
着
用
が
見
ら

れ
る
」
と
の
声
を
聞
い
て

い
る
。

答 この取り組みは重要な教育活動である
り
組
み
を
通
し
、
自
転
車

の
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や

安
全
な
利
用
方
法
に
つ
い

て
の
教
育
に
努
め
て
い
る
。
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越
お
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ち
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たつ
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や

議員

中学校で実施された実技指導の様子

中央地区区画整理事業について確認しました
委員会レポート

建設産業委員会では、10月 7日、道路や公園などの公共施設を計画的に整備し、自然と調
和した暮らしやすいまちづくりを進める「中央地区区画整理事業」の進捗状況を確認しました。
当日は、担当課から現在の事業の進捗状況や今後の工事スケジュールについて説明を受けた
後、実際に工事が進められている 1号根
崎緑地調整池などを現地視察しました。
今回の視察を通じて、事業が着実に進め
られており、交通利便性が向上しているこ
と、民間投資の対象として高い評価を受け
ていること、調整池の整備を通して雨水対
策機能が強化させていることなどが確認で
きました。今後も安全かつ早期に完成を迎
えるよう、引き続き調査・確認を行ってい
きます。

建設産業
委 員 会

１号根崎緑地調整池で工事内容の説明を受ける委員

一

般

質

問
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議会のひとこま

令和８年度県北中央町村議会議長会議員研修会が 7月 10日に大子町文化福祉会館「まいん」
で開催され、議長を含めて 16名の議員が参加しました。
今回の議員研修会では、名字研究家の髙

信幸男氏を講師に招き、名字にまつわる歴
史や地域性などについての講演が行われま
した。日本固有の文化である名字の多様性
を知ることは、地域の伝統や人々の結びつ
きを再発見する上で、大変有意義な機会と
なりました。
また、講演終了後には、参加した他町の

議員との意見交換会を行い、地域の課題や
今後の展望について活発な議論が交わさ
れ、実りある研修でした。

東海村では、インターンシップ実習およびキャリア教育実習が実施されています。これは、
役場での就業体験の機会を設けることにより、学生等の就業意識の向上に寄与するとともに、
東海村職員として働く魅力を伝え、将来の東海村職員を志す者を確保することを目的としてい
ます。
今回は議会での受け入れはありませんでしたが、８月 24日、実習の一環として議場見学の

希望があり、議場を開放しました。見学
の際には、議長との懇談の場が設けら
れ、村政の重要な意思決定を行う議会の
役割や議員の想いについてお話がありま
した。
インターン生の皆さんにとって、今回

の経験が将来や村の未来を考えるきっか
けとなることを期待するとともに、今後、
さまざまな舞台でご活躍されることを心
より応援しております。

令和８年度 県北中央町村議会議長会
議員研修会に参加しました

インターン生が議場の見学・
議長との懇談を行いました

講演の様子

吉田議長と懇談するインターン生

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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定例会日程（予定）12月 　　　については　　　　　　　
インターネットでライブ配信

表紙写真の紹介

はじめよう！

か
ら聴傍

どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越し
ください。（受付は30分前から）

傍聴の定員は42名
（うち、車椅子専用スペース２名分有り）

シリーズ 19

※日程は変更になる場合があります。
※ 議案上程・一般質問・議案審議は、議会棟２階の議会事務局窓口で受け付けをすれば、どなたでも傍聴できます。

　歴史と未来の交流館で
開催された「第43回東
海やったん祭」。中学生
スタッフのお兄さんに教
わりながら、お菓子釣り
に挑戦。苦戦していたけ
ど、お目当てのお菓子は
ゲットできたかな。

東海村船場の笠松運動公園沿い FUNABA 
SHIPS 内で、薪ストーブ屋を営んでおります
グッドリッチストーブトウカイです。薪ストー
ブは、単なる暖房器具ではありません。その炎
の周りには自然と人が集まり、会話が生まれ、
暖かな時間が流れる。それは、私たちが理想と
する「ほっとする暖かな場所」そのものです。
この感動を一人でも多くの方にお届けしたいと
いう想いから、ユーザー様はもとより介護施設
のご利用者の方々の癒しの場としての活動も
行っております。
　また、地域の皆さまのお力になれますようにケ
アマネジャーの事務所を白方地区に開業いたし
ました。こちらもどうぞよろしくお願いいたします。 どうぞお気軽にご相談ください。

新たに村に仲間入りした店舗や団体などを紹介。
地域に貢献する活動を応援していきます。

映像配信ページ

議　会　報
編集委員会

委 員 長　　寺門　定範　　副 委 員 長　　岡崎　　悟
委 　 員　　大名美恵子　　恵利　いつ　　越智　辰哉　　植木　伸寿　　宮本　翔太

期　日 時　間 内　容
12月１日（火） 午前10時～ 議案上程　
12月９日（水） 午前10時～ 一般質問　
12月10日（木） 午前10時～ 一般質問　
12月11日（金） 午前10時～ 一般質問　

期　日 時　間 内　容
12月14日（月） 午前９時～ 予算決算委員会
12月15日（火） 午前10時～ 予算決算委員会
12月18日（金） 午前10時～ 議案審議


